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今月の表紙

石井町イメージキャラクター

ふじっこちゃん人口と世帯 ［平成25年3月1日現在］
人口26,541人 （男 ： 12，665人 ・ 女 ： 13，876人） 
世帯数9，987世帯
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第１７１号 広 報 い し い （２）平成２５年３月１５日

■
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
維
持

管
理
業
務
委
託
契
約
の
損
害
賠
償

請
求
事
件
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
２
月
に
徳
島
地
裁
に

２２

提
訴
し
て
お
り
ま
し
た
損
害
賠
償

請
求
事
件
の
判
決
公
判
が
平
成
　２４

年
　
月
　
日
に
あ
り
、
原
告
石
井

１１

１６

町
の
請
求
が
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
町
と
し
て
は
、
原
判
決
は
、

事
実
の
認
定
、
法
律
の
解
釈
及
び

適
用
を
誤
っ
て
い
る
の
で
、
代
理

人
弁
護
士
と
も
相
談
し
　
月
　
日

１１

２９

に
高
松
高
裁
に
控
訴
手
続
き
を
行

い
ま
し
た
。

■
県
立
農
業
大
学
校
の
跡
地
有
効

活
用
　
平
成
　
年
８
月
に
、「
国
立
大

２４

学
法
人
・
徳
島
大
学
」
に
対
し
、

農
業
大
学
校
跡
地
へ
の
進
出
を
要

請
し
、
農
業
や
商
工
業
の
連
携
に

関
す
る
教
育
・
研
究
を
推
進
・
支

援
す
る「
農
工
商
連
携
セ
ン
タ
ー
」

の
立
地
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
徳
島
大
学
か
ら
は
同
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
農
業
大
学
校
跡
地
に

立
地
し
た
い
旨
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
農
業
大
学
校
跡
地

有
効
活
用
検
討
委
員
会
の
第
４
回

会
合
を
　
月
　
日
に
開
催
し
、
農

１１

３０

工
商
連
携
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
は

じ
め
と
し
た
有
効
活
用
策
に
関
し

て
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
、
県
立
農
業

大
学
校
に
係
る
有
効
活
用
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

■
庁
舎
建
設
事
業
の
取
り
組
み
状

況　
基
本
設
計
業
務
と
並
行
し
て
庁

舎
建
設
に
伴
う
事
業
認
定
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

事
業
と
し
て
、
平
成
　
年
　
月
　

２４

１０

１９

日
に
地
質
調
査
業
務
の
指
名
競
争

入
札
を
執
行
し
ま
し
た
。
現
地
調

査
、
掘
削
作
業
は
す
で
に
終
え
て

お
り
、
実
施
設
計
の
段
階
で
地
質

調
査
報
告
書
を
基
礎
資
料
と
し
て

反
映
さ
せ
ま
す
。

　
質
素
で
も
災
害
に
強
く
、
住
民

の
方
々
が
訪
れ
や
す
い
庁
舎
の
建

設
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
減
災
対
策

　
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
と
し

て
、
本
年
度
は
、「
浦
庄
分
団
第
１

部
」
大
万
の
詰
所
建
て
替
え
工
事

が
平
成
　
年
９
月
末
に
完
了
し
ま

２４

し
た
。「
石
井
分
団
第
２
部
」及
び

「
石
井
分
団
第
６
部
」
利
包
の
詰

所
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
内
に
工

事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
国
及
び
県
が
公
表
し
た

大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
の

見
直
し
を
受
け
、
石
井
町
の
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
役
場
庁
舎
建
て
替
え
に
あ

わ
せ
て
、
災
害
時
の
緊
急
情
報
を

各
家
庭
に
伝
達
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　
石
井
・
上
板
両
町
が
、
昨
年
度

か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
、
上
板

町
引
野
地
区
の
共
有
地
へ
の
太
陽

光
発
電
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、「
株
式
会
社
タ
カ
ハ
タ
」
と
土

地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
関

係
機
関
に
対
す
る
手
続
き
を
終

え
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
向
け

た
基
礎
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
　
年
２
月
末
ま
で
に

２５

は
、
発
電
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
　
C
O
２
の
削
減
や
地
球
温
暖
化

の
防
止
が
問
わ
れ
る
昨
今
、
そ
の

役
割
を
少
し
で
も
果
た
し
て
い
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
児
童
福
祉

　
ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会
に
お
い
て
、

就
学
前
保
育
・
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
再
度
、
ご
意
見
を
お
伺

い
し
、
参
加
者
か
ら
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
全
戸
に
配
布
し
た

『
平
成
　
年
度
石
井
町
わ
か
り
や

２４

す
い
予
算
書
＆
も
っ
と
知
り
た
い

石
井
町
』
の
中
で
、
今
ま
で
の
経

緯
や
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
基
本

的
な
方
針
等
を
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
基
本
的
な
方
針
と
し
ま

し
て
は
、
町
内
に
３
カ
所
の
「
認

定
こ
ど
も
園
」
設
置
に
向
け
、
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
同
意
が
得
ら
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
早
く
安
心
・
安

全
な
保
育
・
教
育
施
設
を
提
供
す

る
た
め
、
計
画
的
に
施
設
整
備
を

進
め
て
い
く
責
務
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
建
物
の
危
険
度
調
査
報
告
書

や
整
備
計
画
に
対
す
る
地
域
住
民

の
方
々
の
ご
意
見
等
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
、
順
次

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

■
障
が
い
福
祉

　「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
平

成
　
年
　
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

２４

１０

ま
し
た
。

　
石
井
町
で
は
、
虐
待
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
が
可
能
と
な
る
体

制
を
整
え
、
地
域
の
関
係
機
関
と

協
力
を
図
り
、
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
福
祉
生
活
課
内
に

「
石
井
町
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
」
窓
口
を
設
置
し
、
障
が

い
者
の
虐
待
、
権
利
の
侵
害
の
防

止
と
と
も
に
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
業
に
関
す
る
事
業

　
集
落
・
地
域
が
抱
え
る
、
人
と

農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

「
未
来
の
設
計
図
」
と
な
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
平
成
　
年
　
月
下
旬
か
ら

２４

１０

町
内
の
農
業
者
の
方
々
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
お
願
い
し
て
お
り
、
経
営

発
展
の
意
思
が
あ
る
人
の
情
報
収

集
を
整
理
す
る
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基

に
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の

見
通
し
を
つ
け
た
う
え
で
集
落
・

地
域
で
の
話
し
合
い
を
行
い
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

て
い
く
予
定
で
す
。

議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
町
議
会
（
　
月
議
会
）
に
お
い
て
、

２４

１２

町
長
が
当
面
す
る
町
政
の
重
要
課
題
等
に
つ
い
て
所
信
を
述

べ
ま
し
た
。
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
政
の
概
要
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■
建
設
課
に
関
す
る
事
業

　
国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
補
助

事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
町
道
石
井
１
２
３
号
線
は
、
平

成
　
年
　
月
上
旬
に
文
化
財
の
試

２４

１０

掘
調
査
を
行
い
、　
月
に
は
境
界

１１

立
会
及
び
現
地
測
量
の
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
用
地
取
得
の
着
手
は

地
権
者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
速

や
か
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
道
高
原
　
号
線
改
良

３３

事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
未

買
収
地
の
用
地
交
渉
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
河
川
関
係
と
し
て
、
出

水
の
度
に
被
害
を
受
け
て
い
る
飯

尾
川
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ

る
徳
島
県
の
方
で
下
流
よ
り
順
に

河
道
拡
幅
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
な
る
河
川

改
修
促
進
の
た
め
、　
月
　
日
に

１１

２８

徳
島
県
知
事
に
対
し
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
知
事
と
の
対
話

で
、
ま
ず
は
長
年
の
懸
念
で
あ
っ

た
加
茂
野
加
減
堰
南
岸
の
早
期
着

工
を
整
備
す
る
と
の
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

は
、
町
内
の
商
業
活
性
化
の
た

め
、
石
井
町
商
工
会
に
加
盟
す
る

１
３
３
店
舗
で
使
用
で
き
る
商
品

券
で
助
成
し
、
今
年
度
も
多
く
の

方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飯
尾
川
公
園
開
園
　
周
１０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
フ
ッ
ト
サ

ル
場
の
新
設
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
町
税
の
滞
納
問
題

　
石
井
町
で
は
税
収
増
と
税
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
毎

年
９
月
を
町
税
徴
収
強
化
月
間
と

し
、
町
長
は
じ
め
管
理
職
、
税
務

課
職
員
と
と
も
に
夜
間
徴
収
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
徴
収
実
績
も
上
が
っ
て

お
り
、
平
成
　
年
度
約
４
１
６
万

２０

円
、
平
成
　
年
度
約
３
５
３
万

２１

円
、
平
成
　
年
度
約
５
４
６
万

２２

円
、
平
成
　
年
度
約
９
６
２
万

２３

円
、
平
成
　
年
は
、
自
主
納
付
も

２４

含
め
、
約
９
８
５
万
円
の
徴
収
が

で
き
て
お
り
ま
す
。

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
納
付
が

困
難
な
方
も
い
ま
す
が
、
滞
納
者

の
一
部
に
は
、
支
払
え
る
余
裕
が

あ
る
の
に
納
付
し
な
い
方
も
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
差
し
押
さ
え
の

執
行
も
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も

平
成
　
年
　
月
末
現
在
　
件
の
差

２４

１１

２２

し
押
さ
え
と
、
徳
島
県
滞
納
整
理

機
構
に
　
件
移
管
し
て
い
ま
す
。

１５

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
徴
収
及
び

納
税
相
談
に
取
り
組
み
、
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
税
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
商
工
観
光
事
業

　
石
井
町
商
工
会
が
発
行
す
る

「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
宝
く
じ
１
４

１
」
抽
選
券
が
町
内
加
盟
店
で
配

布
さ
れ
、
２
回
目
と
な
る
今
年
度

は
発
行
枚
数
も
増
や
し
て
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
実
施
し
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
事
業
に
つ
い
て
は
、

ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会
を
平
成
　
年
　

２４

１０

月
に
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
町
政
へ
の
ご
意
見
や
ご
提
言

は
、
で
き
る
も
の
は
迅
速
に
対
応

し
、
時
間
の
か
か
る
も
の
に
つ
い

て
も
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

■
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
業
務

　
平
成
　
年
７
月
に
最
終
処
分
場

２４

に
設
置
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
残
渣
の
利
用

や
町
民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

　
月
現
在
で
生
ゴ
ミ
約
４
ト
ン
を

１２処
理
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
徳
島
東
部
地
域
環
境
施

設
整
備
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を

開
催
し
、
用
地
の
選
定
な
ど
処
理

施
設
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
学
校
教
育
に
関
す
る
事
業

　
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
、
夏
休
み
期
間
中
に

着
工
し
た
耐
震
改
修
工
事
関
係
で

は
、
石
井
中
学
校
武
道
場
が
平
成

　
年
９
月
末
に
竣
工
し
ま
し
た
。

２４浦
庄
小
学
校
は
、
体
育
館
棟
も
ほ

ぼ
仕
上
が
り
、
平
成
　
年
１
月
中

２５

旬
に
は
竣
工
す
る
予
定
で
す
。
藍

畑
小
学
校
は
、
工
事
が
完
了
し
、

竣
工
検
査
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
石
井
・
高
浦
中

学
校
、
高
原
・
高
川
原
小
学
校
の

太
陽
光
発
電
設
備
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
４
校
と
も
平
成
　
年
　

２４

１０

月
に
竣
工
し
、
各
校
で
発
電
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
園
舎
補
強
事
業
に
つ
い

て
は
、
危
険
度
調
査
を
実
施
し
た

結
果
を
踏
ま
え
、
園
舎
補
強
工
事

を
考
え
て
お
り
、
浦
庄
・
高
川
原
・

藍
畑
幼
稚
園
園
舎
補
強
工
事
設
計

業
務
の
委
託
料
の
補
正
予
算
案
を

計
上
し
ま
し
た
。

■
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業

　
石
井
町
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド

ー
ム
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
８
月
　
日
か
ら
９
月
　

２４

３１

１４

日
ま
で
の
間
、
指
定
管
理
者
の
募

集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
団
体
に
つ
い
て

は
、「
石
井
町
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
選
定
委

員
会
に
よ
り
結
果
報
告
を
受
け
、

優
先
交
渉
権
を
得
た
「
岡
田
企
画

株
式
会
社
」
を
選
定
し
、
議
案
と

し
て
上
程
し
ま
し
た
。

■
学
校
給
食

　
平
成
　
年
度
か
ら
幼
稚
園
の
給

２４

食
を
実
施
し
て
お
り
、
配
食
数
が

か
な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
た
び
給
食
セ
ン
タ
ー

環
境
整
備
事
業
を
設
け
、
手
洗
い

シ
ン
ク
や
調
理
従
事
者
専
用
ト
イ

レ
の
改
善
を
行
い
、
感
染
予
防
対

策
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
数
が
不
足
し
て
い
る

配
食
運
搬
用
台
車
を
購
入
す
る
予

定
で
す
。

●
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
　
月
　
日
付
け
で
専

２４

１２

１８

決
処
分
し
た
公
用
自
動
車
事
故
に

よ
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い

て
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

●
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
　
月
　
日
付
け
で
専

２４

１２

２５

決
処
分
し
た
公
用
自
動
車
事
故
に

よ
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い

て
報
告
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

否
決

●
河
野
俊
明
石
井
町
長
辞
職
勧
告

決
議 平平平平平平平平平平平

成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年
２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５

第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時
町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会

開
催
日
：
平
成
　
年
２
月
　
日

２５

１８

議
員
提
出
議
案

専
決
処
分
事
項
の
報
告



第１７１号 広 報 い し い （４）平成２５年３月１５日

　石井町役場は、建設から５０年以上を経過し老朽化が進んでいます。この間、経済のグローバル化、高度情報
化及び少子高齢化の進展等により、社会経済情勢や地方行財政を取り巻く環境も大きく変化し、町民の皆様の
行政に対するニーズも複雑、多様化してきています。
　こうした中、町民の皆様に最も身近な行政機関である町は、住民ニーズに的確に応え、行政の効率化を図り
つつ、各種行政サービスを一層充実していく必要があります。また、現在、東南海、南海といった大規模地震
の発生が懸念されており、町には地震等による大規模災害発生時にも行政の中核として、また災害対策基幹施
設として、十分機能していくことが求められ、その対策に万全を期していかなければなりません。
　以上のようなことから、耐震性に劣り老朽化の著しい現庁舎を、時代を見据え、住民の皆様の安心・安全な
暮らしを支え、皆様にも親しまれ、災害にも強く、行政サービスの向上と行政の効率化を目指した庁舎に建て
替えるため、平成２５年度内の工事着工を目指し新庁舎の建設を進めています。
●新庁舎の建設の基本方針
①防災・復興拠点としての役割を果たす庁舎　　　　　②誰もが利用しやすい庁舎
③省資源・省エネルギー対策など環境に配慮した庁舎　④機能性・効率性を重視した庁舎

石井町新庁舎の建設について

議場 議会事務局

電算室 社会教育課
学校教育課

3F

●新庁舎配置イメージ

農業委員会

財政課 総務課 危機管理対策室

いきいき農業振興課 建設課 わくわく観光情報課

2F

会議室
税務課 住民課

すくすく子育て課 福祉生活課 長寿社会課
出納課

1F

●問 総務課　☎６７４－１１１１

延べ床面積　約４,７００㎡

●新庁舎外観イメージ



（５） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

災害・避難情報を配信する緊急速報メールの拡充につい災害・避難情報を配信する緊急速報メールの拡充についてて
　石井町では、ＮＴＴドコモの緊急速報メールによる災害・避難情報の配信を可能にしておりました
が、昨年１２月よりソフトバンクおよびａｕの緊急速報メールの配信もできるようになりました。
　このサービスは、災害などの緊急時において、気象庁からの緊急地震速報や石井町
からの災害・避難情報（避難勧告、避難指示など）が、携帯電話会社（上記３社）の
緊急速報メール対応携帯電話へ一斉配信されるものです。
　受信側のメールアドレス登録が不要で、月額使用料・通信料もかかりません。
　緊急速報メールの受信時には、ポップアップ表示や専用の警告音でお知らせします。
　なお、通話中、通信中並びに電波状態が悪い場所では緊急速報メールを受信することができない場
合があります。また、機種によっては、一部、受信設定が必要となります。

●問 危機管理対策室　☎６７４－１１７１

地域の防災リーダーをご紹介します
　地域防災力向上のために積極的に取り組んでいただく地域の防災リーダーを養成することを目的
として、徳島県が実施している地域防災推進員養成研修の平成24年度修了生をご紹介します。
　この研修を修了された７名の方は、防災士の資格も取得されており、行政と協働して地域防災力
の要である自主防災組織の立ちあげや地域の防災活動への積極的な参加など、地域防災力向上の人
材として期待されています。

◆地域防災推進員養成研修の実施について
　県が行っている地域防災推進員の養成研修については、各市町村から推薦
のあった方を対象に、より専門的な防災知識等を習得していただき、修了後
は地域防災推進員として、地域防災のリーダー的役割を担っていただくもの
です。
　平成２４年度までの県内の修了者数は２７８名です。この内、石井町からは１２名
が修了されております。
　平成２５年度においても徳島大学及び県立防災センターで開講されますの
で、受講を希望される方は危機管理対策室までお問い合わせください。
・申込期限　３月２５日（月）まで

●問 詳しくは、危機管理対策室まで　☎６７４－１１７１
石井町社会福祉協議会
梶野　健一さん

大万北部自治会自主防災会
会長　岩本　光雄さん

本条第１０自治会自主防災会
会長　辻　　具宣さん

井ノ元自治会自主防災会
遠藤　雅己さん

内谷自主防災会
久米　忠明さん

桑島東部地区自治会自主防災会
森　　幸子さん

東覚円第二自治会自主防災会
吉村美砂子さん



第１７１号 広 報 い し い （６）平成２５年３月１５日

 

～土地の適正管理は所有者の責任です～
　空き地や隣地との境界付近など
の管理は、その土地の所有者の責
任です。空き地が適正に管理され
ず放置されると、火災の危険・ご
みの不法投棄・病害虫等の発生・
景観の悪化等の問題が発生するお
それがあります。
　土地を所有または管理されてい
る方は、雑草等がしげってご近所
の迷惑にならないよう土地の適正
な管理をしてくださいますようお
願いします。
●問 福祉生活課　環境対策係

　☎６７４－１１１６

 

～ルールとマナーを守りましょう～
★犬はつないで飼いましょう。
　犬の放し飼いは、人に危害を加
えたり、野犬繁殖の原因となった
りします。
★捨て犬、捨てねこは絶対にやめ
ましょう。
　捨てられた犬やね
こは、のら犬やのら
猫となって、不幸な
一生をたどるばかりか、社会に対
し大きな迷惑となっています。
★犬の運動・散歩時には必ずフン
の後始末をしましょう。
　公園や道路などの公共場所や、
他人の土地や建物等をフンで汚さ
ないように、必ず袋などを持参
し、回収して持ち帰るようにしま
しょう。
●問 福祉生活課　環境対策係

　☎６７４－１１１６

 

　野焼き（野外焼却）は、ダイオ
キシン（ビニールなどを燃やした
ときに出る有害物質）対策のため、
「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」により禁止されています。
　災害の予防、宗教上の行事等、
農業や林業等を営む上でやむを得
ないものなど一部例外規定があり
ますが、煙や悪臭等により周辺の
住民の方の迷惑とならないよう注
意してください。
●問 福祉生活課　環境対策係

　☎６７４－１１１６

空き地の適正管理

犬・ねこを愛するみなさんへ

野焼きは禁止されています

 

 

過去１０年分まで国民年金保険料
が納められます！
　後納制度とは、時効で納めるこ
とができなかった国民年金保険料
について、平成２４年１０月から平成
２７年９月までの３年間に限り、過
去１０年分まで納めることができる
制度です。
　後納制度を利用することで、年
金額が増えたり、納付した期間が
不足して年金を受給できなかった
方が年金受給資格を得られる場合
があります。
　日本年金機構から、後納制度の
利用が可能と思われる方に「お知
らせ」をお送りしています。

●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　個人事業者の消費税及び地方消
費税の申告と納税は、４月１日
（月）までとなっています。
　期限を過ぎて申告や納税をされ
ますと、本税のほかに加算税や延
滞税が必要となる場合があります
ので、お早めに申告と納税をお済
ませください。

●問 徳島税務署　☎６２２－４１３１

 

■交通遺児等への育成資金貸付
　義務教育終了まで育成資金が無
利子で借りられます。
〈対象者〉自動車事故により死亡
または重度後遺障がい者になら
れた方の０歳から中学校卒業ま
でのお子様

■重度後遺障がい者へ介護料支給
〈対象者〉自動車事故が原因で、
脳・脊髄または胸腹部臓器を損
傷し重度の後遺障がいを持った
ために、常時または随時の介護
が必要な状態にある方

●問 詳しくは、独立行政法人　自動車事
故対策機構　徳島支所　☎６３１－７７９９

高川原福祉会館だより

国民年金保険料の後納制度

お済みですか？
消費税及び地方消費税の確定申告

ご存じですか

 

　口の中にトラブルを抱えている
ものの、病気や障がい等によって
歯科医院に通院ができない方のた
めに、自宅や老人ホーム、病院へ
の往診を「訪問歯科診療」といい
ます。
　歯科治療や口腔ケアをはじめと
して、適切な口腔管理を行うこと
で口腔機能の低下を予防すること
ができ、老後の生活の
質を高めます。
　往診を希望する方、
ご相談は、徳島県歯科医師会　在
宅歯科医療連携室☎０８０－２９８７－
４８３８（平日の午前９時～午後５時）
までお問い合わせください。

 

　気象庁では、平成２５年３月７日
から改善した津波警報の運用を開
始します。巨大地震の発生により
東日本大震災級の津波を予想した
場合、大津波警報に「巨大」とい
う言葉を用いて発表しますので、
最大限の避難を行いましょう。
　また、津波警報などを見聞きし
た場合、直ちに安全な場所（高台
や避難ビル）へ避難をすることが
重要ですが、海岸付近で「強い揺
れ」「長くゆっくりとした揺れ」を
感じた場合も自らの判断で直ちに
安全な場所へ避難することが重要
です。いざという時には、自らの
判断で安全な場所へ避難して、命
を守ってください。
　新しい津波警報などの詳しい内
容は、ホームページの検索サイト
で「津波警報が変わります」と入力
し、そのリンク先に移動してくだ
さい。

 

　労働基準監督署では労働条件に
関する相談を、面談あるいは電話
でお受けしています。（相談は無
料です。匿名でも相談できます。）
徳島労働基準監督署（☎６２２－８１３８）
※労働基準監督署の開庁時間内に
ご相談になれない方は、厚生労働
省ホームページの「労働基準関係
情報メール窓口」からも情報をお
寄せいただけます。

訪問歯科診療のご案内

津波警報が変わります

労働条件に関するご相談は、
最寄りの労働基準監督署まで

「成年後見」無料相談
３月２５日（月）日　程

午後１時半～３時半時　間
行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員
高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所



（７） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

 

と　き　３月２３日（土）
　　　　午前９時～
集合場所　飯尾川公園
コース　約６㎞または約５㎞コース
参加者　ウォーキング愛好者
参加費　無料
☆参加者には、景品が当たるお楽
しみ抽選があります。また、「ふ
じっこちゃん」オリジナル缶バッ
ジをプレゼント！
●問 ３月２２日（金）までに、いしい
スポーツクラブ（☎６７４－３０８１）
へお申し込みください。

 

と　き　４月７日（日）
　　　　午前９時～１１時
集　合　前山公園（午前８時５０分集合）
　　　　※雨天中止
コース　前山公園～前山林道～地蔵峠
参加費　無料
主　催　ＮＰＯ法人　四季の会
☆健康マイレージのポイント対象

 

 桜まつり
　農大の桜並木をライトアップしま
す。夜桜見物をお楽しみください。
と　き　４月１日（月）～１０日（水）
　　　　午後６時～９時
ところ　県立農業大学校周辺
●問 石井町商工会　☎６７４－１２９２
 下浦（八坂）の桜まつり
　八坂神社まで約５００ｍの桜並木。
提灯点灯は、午後６時～９時。
と　き　３月３１日（日）～４月１４日（日）
　　　　　（桜まつりイベント：４月７日）
ところ　八坂神社（下浦）周辺
●問 下浦桜保存会　☎６７４－０２８１

第３回いしい健康ウォーキング大会

桜ウォーク２０１３

桜まつり・藤まつり

 藤まつり
と　き　４月２１日（日）～

　　　　５月６日（月）
ところ　石井字石井・地福寺とその周辺
【期間中のイベント】
４月２６日　盆栽審査会
４月２８日　写真撮影会
５月１日　元祖祭
◎都合により、イベント内容等が
変更になる場合があります。
●問 石井町商工会　☎６７４－１２９２

 

　いしいスポーツクラブでは、地
域の皆さんに健康で楽しい日々を
過ごしていただくため、様々な健
康教室や講座などを開催していま
す。
■ソフトバレー、太極拳、テニス、
ファミリー教室、ボーリング教
室、マラソン挑戦講座、健康体操
教室など
※開催日時・場所や入会金・参加
費などの詳細についてはお問い合
わせください。
●問 いしいスポーツクラブ　☎６７４－３０８１

 

応募資格　県内に在住する６０歳以上の方
募集期間　４月１５日（月）まで
学習期間　平成２５年６月中旬～平成２６年３月中旬
学習内容　一般教養及び専門講座
（歴史文化、園芸、食品加工、芸
術、健康、ＩＣＴ、韓国語会話、中
国語会話、防災）※専門講座は、
学校によって異なります。

入学金　無料
授業料　５，０００円（年間）　
●問 とくしま“あい”ランド推進協
議会　☎６５５－５０８０

 

　再就職をめざす求職者の方を対
象に職業訓練を実施しています。
募集訓練科〔訓練期間〕
住環境計画科〔５月７日～１０月３１日〕
溶接加工科（デュアル）〔５月７日～１１月２８日〕
対象者　公共職業安定所に求職の
申し込みをしている方など

※選考があります。
※受講料は無料、テキスト代等は

いしいスポーツクラブ
平成２５年度会員募集中

徳島県シルバー大学校の学生募集

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

必要です。
募集期間　４月８日（月）まで
●問 ポリテクセンター徳島　☎６５４－５１０２

 

募集期間　４月１日～５月１３日
　　　　　《消印有効》

応募資格
青年海外協力隊…
　満２０～３９歳の日本国籍を持つ方
シニア海外ボランティア…
　満４０～６９歳の日本国籍を持つ方
シネマ＆体験談＆説明会
会場及び開催日程…
●脇町劇場（オデオン座）
　４月７日（日）１４時～
●アスティとくしま
　４月１４日（日）１４時～
●問 JICA（ジャイカ）四国　☎０８７－８２１－８８２４

 

　現在お持ちの被保険者証につい
ては、有効期限が３月３１日までと
なっています。
　新しい被保険者証は、世帯員全
員分をまとめて世帯主あてに、３
月中に郵送により交付します。有
効期限の切れた被保険者証につい
ては、役場住民課にて回収してい
ます。 　　 ●問 住民課☎６７４－１１１４

 

～上水道に加入しましょう～
１．あなたの家の井戸水は、安全で
すか？（水質検査を受けていますか。）
　お使いの井戸水の水質は大丈夫
ですか？井戸水の水質は、いつも
同じではありません。いつの間に
か汚染されていることがあります
ので、安心・安全に使えることを
確認するために、定期的（年１回
以上）に水質検査を受けられるこ
とをお勧めします。
２．水道水は安心・安全です。
　水道水は、水道法で定められた
水質基準に適合しており、安全が
確認されています。
　また、水道水は一定以上の水圧
を保っており、停電の際も水の使
用ができます。ぜひ水道水のご利
用をご検討ください。

●問 水道課　☎６７４－１１４１

世界も、自分も、変えるシゴト
「ＪＩＣＡボランティア」募集

国民健康保険被保険者証の更新

安心、安全な水道水の利用を！

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

催　し

お知らせ

募　集

暮らし



第１７１号 広 報 い し い （８）平成２５年３月１５日

　石井町では、税負担の公平性の確保および安定した行政サービスを提供するために、町税滞納の
一掃を目指し取り組んでいます。

 悪質滞納者は許しません
　町税の滞納は、町の財政を圧迫し、住民サービス（福祉・教育・土木事業など）に支障をきたす
ことにもなりかねません。
　そして何よりも、納期内に税金をきちんと納めていただいている大多数の善良な納税義務者との
公平性を欠くことになります。また、督促状の送付など、余分な経費に税金を使うことにもつなが
ります。
　このため町では、納付できるのに納付しない悪質な滞納者に対し、財産の差し押さえなどの滞納
処分を行っています。また、徴収業務を専門とする徳島滞納整理機構とも協力し、大口滞納事案を
引き継ぐなど、滞納を減らす取り組みを強化しています。

 滞納すると損をします
　税金を納期限までに納めなかった場合、滞納者の意思に関係なく、年１４．６％の割合で延滞金がか
かります。これは、銀行などでお金を借りるより高い率です。
　税金を納期限までに納めなかった人には、まず督促状を送付します。督促状を発送した日から起
算して１０日を経過した日までに完納しなかった場合には、催告等で納付依頼をし、納付がない場合
は滞納者の財産（給与・預貯金・生命保険・不動産等）の調査をし、財産を発見した場合には強制
的に差し押さえを行い換価する（督促手数料・延滞金を含めた滞納税額に充てる）ことになります。
これらの調査・差し押さえは、法律の規定に基づき、滞納者に事前に了解を得ずに行うことができ
ます。（国税徴収法第１４１条～第１４７条）
　この結果、滞納者は経済的な不利益を負うだけでなく、社会的信用も失うことになりますので早
期の納付をお願いいたします。
※本人や家族の病気、失業などのやむを得ない事情などにより町税の納期ごとの納付が困難な場合
は、分納相談に応じることもできますので、徴収係までご相談ください。

●問 税務課　徴収係　☎６７４－１１１５

 平成２４年度　　　（平成２５年３月５日現在）

420件金融機関・生命保険会社照会

35件差し押さえ

21件勤務先への給与照会

15件徳島滞納整理機構移管

〔
滞
納
処
分
の
流
れ
〕

納
期
限

督
促
状

催
告
書

差
押
予
告

差
　
押

換
　
価

滞
納
町
税
に
充
当

土地・建物、預貯金、生
命保険、勤務先から支給
される給与など

滞納滞 納 ゼゼロロ作 作 戦戦納期限内に
納めてね！

～税金を滞納しない・させない町 石井‼～

※差し押さえ件数については、税
務課での掲示及び石井町ホーム
ページにも掲載しています。



（９） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

学生の選挙権について　　　
　選挙人名簿に登録されるためには、転入の届出が
された日から引き続き３カ月以上住民基本台帳に登
録され、かつ実際に居住していることが必要です。
　石井町に住民票を残したままで、石井町を離れ大
学や専門学校等に修学のため、寮や下宿などに居住
している場合は、石井町の選挙人名簿に登録される
べきでなかった者として取り扱われ、選挙の際に投
票所入場券が届いていても投票（期日前投票及び不
在者投票を含む。）ができませんのでご注意くださ
い。
●これは、「学生の住所は、その下宿等の所在地にあ
る。」という最高裁判所の判例があるためです。
●選挙権を行使（投票）するために、必ず居住地の
市区町村に住民登録をしましょう。
●転入届をした日から引き続き３カ月以上居住する
と、新住所地の選挙人名簿に登録されます。

●問 石井町選挙管理委員会（役場住民課内）
　☎６７４－１１１４

軽自動車・原動機付自転車等をお持ちの方へ　　　　　　
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（使用
者）に課税されます。したがって、４月１日に所有
していれば、４月２日以降に廃車や譲渡をしても、
その年度分の軽自動車税を納めることになります。
　乗れなくなった原動機付自転車や軽自動車などは
４月１日までに、廃車の手続きをしてください。ま
た、廃棄・盗難・譲渡などによりすでに所有してい
ない場合も、手続きが必要です。

必 要 な 物廃車申告先車　  　種

詳しくは左記へ県軽自動車協会
☎６４１－２０１０

軽自動車等
〔軽二輪（１２６～
２５０cc）を含む〕

詳しくは左記へ
四国運輸局
徳島運輸支局
☎０５０－５５４０－２０７４

二輪の小型自動車
（２５１cc以上）

本人の印鑑、
ナンバープレート

石井町役場
税務課
☎６７４－１１１５

原動機付自転車
（１２５cc以下）、
小型特殊自動車

清掃センターからのお知らせ
石井地区の資源ごみ収集日変更に伴う地区分けついて

　平成２５年４月から、石井地区のみ資源ごみの収集
日を２地区に区域分けします。地区割りは、下図の
とおりです。（※浦庄・高原・藍畑・高川原地区につ
いては、従来どおり
です。）
　石井駅前から石井
小学校の南北の道路
を基準線にし、地図
上の赤線から西側が
Ａ地区、東側がＢ地
区の区域になりま
す。収集日等の詳細
については、ごみ収
集カレンダー（３月
末配布予定）及び石
井町ホームページに
掲載します。 　　　　 ●問 清掃センター　☎６７４－６８４２

ふるさと納税の状況について
　平成２４年３月１日から平成２５年２月２８日までのふ
るさと納税の状況をご報告させていただきますとと
もに、あらためてお礼申し上げます。
寄附件数　４件
寄附総額　１８万円
　寄附金の活用方法は、「住民が主役
の活力あふれるまちづくり」（１件）と「その他町政
全般」（３件）でした。将来に向けた魅力あるまちづ
くりのために活用させていただきます。
　石井町では、町外にお住まいの「石井町を応援し
たい」と思っている方からの寄附金を随時募集して
います。ふるさと納税は、寄附をすることで所得
税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除
を受けることができます。石井町ホームページ
（http://www.town.ishii.lg.jp/）でも、ふるさと納
税の仕組みや寄附金の使いみちなどについて紹介し
ており、寄附金申込書のダウンロードを行うことが
できます。 　　　　　　　　 ●問 総務課　☎６７４－１１１１

　
暖
か
い
季
節
に
な
り
桜
の
花
の

咲
く
頃
に
な
る
と
、
卒
業
式
・
入
学

式
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

　
式
典
に
出
席
し
ま
す
と
、
保
育

所
や
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
達
と

保
護
者
の
方
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光

景
を
目
に
し
て
、
こ
ち
ら
も
う
れ

し
く
感
じ
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
少
し
雰
囲
気

が
変
わ
り
ま
す
。
や
は
り
子
ど
も

達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
覚
」
が
出

て
く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

先
人
達
の
言
葉
を
少
し
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
先
人
達
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉

を
残
し
、
何
を
訴
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
あ
な
た
は
ど
の
言
葉
を
ど

う
感
じ
ま
す
か
。

・「
自
分
が
わ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
が
一
番

賢
い
ん
で
す
」
鷲
田
清
一
（
哲
学

者
）

・「
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
の
は
じ

ぶ
ん
な
ん
か
だ
め
だ
と
思
い
こ
む

こ
と
だ
よ
」「
き
み
は
こ
れ
か
ら
も

何
度
も
つ
ま
ず
く
。
で
も
そ
の
た

び
に
立
ち
直
る
強
さ
も
も
っ
て
る

ん
だ
よ
」
マ
ン
ガ
「
ド
ラ
え
も
ん
」

（
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
著
）

・「
一
歩
踏
み
出
せ
る
な
ら
、
も
う

一
歩
も
踏
み
出
せ
る
」
ト
ッ
ド
・

ス
キ
ナ
ー
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
）

（
H
　
・
１
・
　
付
日
本
経
済
新
聞
「
N

２５

１２

I
K
K
E
I
プ
ラ
ス
１
」
よ
り
抜
粋
）

町長コラム
先
人
達
に
学

先
人
達
に
学
ぶぶ

石
井
町
長

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

河
野
俊
明

石井駅北

手
束
病
院

山路

石井資源ごみ
B地区
赤線より東側

石井資源ごみ
A地区
赤線より西側

スーパー
（セブン）

石
井
小
学
校

国道192号線
至徳島

▲

▼

至鴨島
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加入依頼書
設 置 場 所 
石井町教育委員会
社会教育課
☎６７４－７５０５

仕事の提供 

分配金の支払 

希望職種登録（入会）

仕事の完成 
就業報告 

仕事の依頼 

契約金の支払 

契約締結 

契約金請求 
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平成２５年４月１日から、
難病等の方々が

障がい福祉サービス等の
対象となります。

　
　平成２５年４月に施行される障害者総合支
援法では、障がい者の範囲に難病等の方々
が加わります。
　対象となる方は、身体障がい者手帳等の
所持の有無にかかわらず、必要と認められ
た障がい福祉サービス等の受給が可能とな
ります。
※難病等と診断されても、障がいの程度に
よってはサービスを受けることができない
場合がありますのでご注意ください。

●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

医療費の抑制にご協力ください！　

　石井町の国民健康保険（国保）財政は、
長引く不況や高齢化の影響により、保険
税収入は低迷し医療費の伸びによる保険
給付費も増加しているため、財政運営は
大変厳しいものとなっております。
　国保財政の健全な運営を目指すためには、保険者で
ある町の取り組みはもちろん、被保険者である町民の
みなさんのご理解とご協力が必要です。
　①お医者さんの掛け持ちはやめましょう。
　②お医者さんを信頼し、指示を守りましょう。
　③できるだけ診療時間内に受診しましょう。
　④薬をたくさん欲しがるのはやめましょう。
　⑤ジェネリック医薬品を利用しましょう。
　⑥定期的に健康診断を受けましょう。

●問 住民課　国民健康保険係　☎６７４－１１１４



（１１） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

～ご存知ですか？子宮頸がんの基礎知識①～

女性の健康について女性の健康について
けい

　みなさん、お元気ですか。さて、厚生労働省は毎年３月１日から３月８日を
「女性の健康週間」と定め、女性の健康に関する知識の普及啓発などに取り組ん
でいます。そこで今回と次回の健康メモでは、女性特有の疾患である“子宮頸
がん”についてお話しします。

健康
メモ

　子宮の大きさは年齢によって変わ
りますが、20代～40代頃のサイズ
は重さ約80ｇで、洋なしを逆さにし
たような形です。【図①】の子宮頸部
にできるがんを“子宮頸がん”とい
います。

◆子宮ってどんな形？
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[ 図②]子宮頸がんの罹患率と死亡率（日本人女性）
国立がんセンターがん対策情報センター

[ 図③]日本における２０～３９歳の女性１０万人当たりの各種がんの発症率推移
国立がんセンターがん対策情報センター、人口動態統計
（厚生労働大臣官房統計情報部）

罹患率：２００１年データ、死亡率２００５年データ
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◆子宮頸がんってどんな病気？
【原　因】
　子宮頸がんの原因は、ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染が関連しているとされており、患者さんの約９
割以上からこのウイルスが検出されています。ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）は性交経験があれば誰もが感
染しうるごくありふれたウイルスで、女性の約８割が５０歳までに感染を経験します。このウイルスは、ほとんど
の場合免疫力により排除されますが、継続的に感染した場合にがんを引き起こすことがわかってきました。
【症　状】
　初期にはほとんど症状がない病気です。進行すると子宮摘出だけでなく、命に関わることも･･･。

卵管卵管

卵巣
卵巣

膣

子宮頸部
子宮頸がん

子宮体部

子宮

【図①】子宮の構造

　“子宮頸がん”の原因・症状・好発年齢等について、おわかりいただけたでしょうか。次回の「女性
の健康について～子宮頸がんの基礎知識②～」では、予防についてお話しする予定です。

【発症年齢・死亡率】
　子宮頸がんは主に３０代～４０代に多い病気ですが、最近では２０代～３０代の若い世代で急増中です。
　死亡率は、わずかに増加中で女性のがん死亡率としては乳がんに次いで第２位となっています。（図②・③参照）

進行した子宮頸がんの症状がんになる前や初期の子宮頸がんの症状

・性交時出血
・おりものの異常（茶褐色・黒褐色のもの）
・不正出血（生理日以外の出血）
・下腹部や腰の痛み　など

・ほとんどの場合、無症状 ➡



第１７１号 広 報 い し い （１２）平成２５年３月１５日
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石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

新春恒例の徳島駅伝では、力走する選手に沿道
からたくさんの温かい声援が送られ、名西郡チ
ームは日頃の練習の成果を発揮し、昨年よりも
順位を上げて総合第８位と大健闘しました!!

　　フラワーアレンジメント講習会

石井町商工会女性部のメンバー１４人が
参加して、店頭の飾り付け等に活かす
ためのフラワーアレンジメント講習会
が商工会で行われました。

１２
１７　　 夜 間 防 災 訓 練

夜間の大規模地震発生を想定した防災
訓練。会場となった石井中学校体育館
では、避難所における高齢者の支援等
についての講演が行われ、約５００人の参
加者は真剣に聴き入っていました。

1
１７

徳島駅伝　名西郡チーム　8位入賞!!～1
4

1
6

　　飯尾川加減堰撤去工事
　　着工式及びパネル展

県知事や町長等約３０名が出席して飯尾
川加減堰撤去工事着工式が現地で行わ
れ、飯尾川の歴史についてのパネル展
の除幕式がフジグラン石井で同日開催
されました。

1
２７　　文化財防火訓練

文化財防火デー（１月２６日）にあわせ、
石井消防署や町消防団、地元のボラン
ティアグループなどが参加し、田中家
住宅（高畑）から出火したという想定
で訓練が行われました。

1
２７　　石井町盛りだくさんの日

学校給食週間（１月２４日～３０日）にあ
わせ、お米をはじめ食材の野菜もすべ
て石井町産の給食を、幼稚園や小・中学
校の子どもたちが美味しく食べまし
た。

1
２８

「新年ふれ愛チャリティフリーマーケット」が１
月１５・１６日に開催され、主催者の「貸衣裳もりも
と」・森本泰代さん（石井）が、協賛店や参加者
の皆さんから集まった募金６７,０００円を町に寄託。
「家で眠っている着物や衣服などを気軽に出品・
販売でき、町の活性化にもつながるようなイベ
ントになればと、３年前に始めました。元気な
うちはずっと続けていきたいです。」と話してく
れました。

チャリティフリーマーケット募金を寄付1
２８

▲フリーマーケットの様子 ▲森本泰代さん



（１３） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

アサヒ飲料株式会社が全国のご当地キャラ
とタイアップし、日本を元気にすることを
目的としたキャンペーン「十六茶×ご当地
キャラで全国イキイキ！」の一環で、徳島か
らは“ふじっこちゃん”が選出されました。
テレビＣＭでは女優の新垣結衣さんや全国
のご当地キャラたちと共演しています。

▲アサヒ飲料の三谷四国支社長が町長を表敬訪問

　　アサヒ飲料十六茶キャンペーアサヒ飲料十六茶キャンペーンン　ＣＭデビューＣＭデビュー2
5

ふじっこちゃん活動日記♪

　　ゆるキャラ大集合 in 三田市１２
1

　　バリィさんのお友達大集合
in 今治市　　　

　　トクシィの心おどるキャラパーティー
in とくしまマルシェ

2
２４ ～2

１６
2
１７

県内外のイベントに参加して、たくさんのお友達ができました。

　　学校音楽発表会2
3

中央公民館で、町内の小・中学生や名西高生が日頃の
練習の成果を披露しました。声楽の小川典子さんや
バイオリン奏者の瀧花絵里子さんも特別出演し、聴
衆を魅了しました。

アルミ缶リサイクル活動に取り組む浦庄小学校の児
童１６４名と地域の協力者が、約１年かけて集めたアル
ミ缶の量は約４００kg！その収益金で購入した車いす１
台が石井町社会福祉協議会へ寄贈されました。

飯尾川公園で行われ、男子の部１９チーム、女子の部９
チームが参加。優勝は男子「石井サッカーＡ」、女子
「石井ボンバーズＡ」でした。

地域防災交流センターで、石井町出身の元参議院議
員・乾晴美さんが「明日を生きる」をテーマに、明る
く元気に生きるためのヒントをユーモアを交えなが
ら熱く講演しました。

　少年団体駅伝大会2
2

　　浦庄小学校　車いす寄贈2
２６ 　　第５回あすなろいきいき塾2

１２



第１７１号 広 報 い し い （１４）平成２５年３月１５日

みんなの
ページだよ！

ぬいぐるみプレゼント第14号♪
河野　晃也くん（石井）

（父　哲也さん・母　美穂さんの長男）

ぬいぐるみプレゼント第15号♪
黒上　悠人くん（高川原）

（父　真一さん・母　寿子さんの次男）

　平成24年４月から、婚姻届や出生届の届け出
をされた方（町内在住者に限る）に、石井町イメー
ジキャラクターふじっこちゃんの缶バッジをプ
レゼントしています。さらに、ハート付きの缶
バッジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬい
ぐるみをプレゼントします。

わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７

イラスト紹介

寒川　明奈さん（石井） 犬伏　　蘭さん（第十） 小泉　征子さん（大万）

平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業

問

平成２４年度
石井町健康マイレージ事業

応募しめきりは、
平成２５年３月３１日（消印有効）です！　
　健康マイレージ事業は、町民の皆さんに楽しく
健康づくりをしてもらうため、各種健康イベント
への参加や日々の目標達成などをポイント化し、
記念品と交換するものです。
　役場や保健センターなどで配布しているマイ
レージカードに３０ポイントを集めて、保健センタ
ーまでご応募ください。健康グッズなどをプレ
ゼントします。（応募多数の場合は抽選となりま
す。）

　●問 保健センター　☎６７４－０００１

応募資格　石井町在住の１８歳以上の方
　　　　　（本年度の広報モニター活動をしている方も
　　　　　応募できます。）
募集人数　１０名程度
活動内容　広報事業に関するアンケートへの回答
モニター期間　平成２５年４月～平成２６年３月
申込期限　平成２５年３月２９日（金）まで
応募方法　ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
　　　　　うえ、下記まで郵送でご応募ください。
　　　　　（※電話でも受付しています。）
　　〒７７９－３２９５　石井町高川原字高川原１２１－１
　　石井町役場わくわく観光情報課　広報モニター係

●問 わくわく観光情報課　☎６７４―１１３７

広報モニター
募　集

役
場
玄
関
　
華
や
か
に

　
役
場
の
正
面
玄
関
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
生
花
を
展
示
し
て

お
り
ま
す
。
嵯
峨
御
流
の
藤
田
千

惠
甫
様
及
び
今
治
豊
甫
様
作
の
、

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
生
花
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▲遠藤達郎さん（城ノ内）

２
月

日
・
名
残
り
雪

１８
写
真
投
稿

平成２５年度



（１５） 平成２５年３月１５日　第１７１号広 報 い し い

●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
下
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

　○に入る数字は何でしょう。
［問１］　徳島駅伝（１月４日～６日）で、名西郡チームは総合第○位
　　　　　でした。
［問２］　平成２４年３月１日から平成２５年２月２８日までの
　　　　　ふるさと納税の寄附件数は、○件でした。
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により４月１５日（月）
役場必着でご応募ください。抽選で「１,０００円の図書カード」（５名）、ま釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
たは「ふじっこちゃんストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんストラップを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○位
【問２】○件
住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意
見・ご感想など

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
―
一

石
井
町
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場
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ふ
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広
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」
係

　
短
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柳
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介

窓
の
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空
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日
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の
そ
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へ
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子
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誕
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恵
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初
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澄
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 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

天
空
に
航
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描
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流
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星
ま
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で
降
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宝
石
の
ご
と
 　
　
　
　
　
　
 一
宮
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郎
さ
ん
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石
　
井
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人
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切
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活
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）
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え
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と
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巳
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金
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神
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
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ん
（
下
　
浦
）

 薄
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す

 氷
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み
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そ
ぶ
声
春
め
き
ぬ
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
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天
　
神
）

ひ

初
日
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二
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は
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お
お

 三
  十
  日
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

み
 
そ
 
か

水
仙
の
 呟
 よ
う
に
揺
れ
て
い
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 多
田
　
文
子
さ
ん
（
平
　
島
）

つ
ぶ
や
く

店
頭
に
正
月
過
ぎ
れ
ば
福
の
豆
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 喜
多
　
　
盛
さ
ん
（
石
　
井
）

ス
モ
ッ
グ
も
偵
察
機
も
い
り
ま
せ
ん
 尖
  閣
 で
す
が
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

せ
っ
 か
く

ま
だ
若
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
誘
わ
れ
ぬ
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

※１月号の答え「①６②３６」　
１月号の応募総数は６５通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。

お花見
　お花見～♬
　　るんるん♬
　　　　　る～ん

は
っ
‼

お、おい
しい！

夜
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
‼

ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
四
コ
マ
漫
画
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皆
さ
ん
は
日
記
を
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ブ
ロ
グ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ

ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
手
軽
に
身
の
回
り
の
こ
と
を
記
録

し
、
公
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
日
記
帳
に
毎
日
手

書
き
す
る
と
い
う
無
精
な
人
に
は
な
か
な
か
根
気
の
い
る
作
業
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
三
日
坊
主
の
代
名
詞
的
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
書
き
継
い

だ
日
記
を
後
に
読
み
返
し
、
そ
こ
に
過
去
の
自
分
を
見
る
の
は
楽
し
い
も

の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
記
録
・
情
報
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
と

っ
て
の
価
値
し
か
無
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
の
日
記
で

も
年
月
を
経
る
と
古
文
書
と
し
て
歴
史
的
価
値
が
生
じ
る
も
の
で
、
今
回

は
そ
の
よ
う
な
古
文
書
で
あ
る
町
指
定
文
化
財
、
元
木
家
文
書
「
加
登
屋

日
記
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
加
登
屋
日
記
は
、
石
井
町
高
原
の
藍
商
で
あ
っ
た
元
木
家
に
伝
わ
る
３

冊
の
日
記
で
、
元
木
家
５
代
目
当
主
・
元
木
 宇
  三
  郎
 お
よ
び
６
代
目
当
主
・

う
 さ
ぶ
 ろ
う

元
木
 林
  兵
  衛
 が
２
代
に
わ
た
り
書
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
書
か
れ
た
期
間

り
ん
 べ
 
え

は
、
１
冊
目
は
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
か
ら
天
保
８
（
１
８
３
７
）
年

ま
で
の
　
年
間
、
２
冊
目
は
天
保
９
（
１
８
３
８
）
年
か
ら
安
政
２
（
１

２９

８
５
５
）
年
ま
で
の
　
年
間
、
３
冊
目
は
安
政
２
（
１
８
５
５
）
年
か
ら

１７

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
の
　
年
間
と
、
江
戸
時
代
終
わ
り
か
ら
明
治
始

１７

め
ま
で
の
　
余
年
間
に
わ
た
り
ま
す
。
内
容
は
日
記
ら
し
く
身
辺
雑
記
が

６０

中
心
で
す
が
、
作
者
は
な
か
な
か
に
筆
ま
め
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

商
売
上
の
覚
書
か
ら
文
化
・
芸
能
、
社
会
情
勢
に
至
る
ま
で
、
日
々
の
様
々

な
事
柄
が
要
領
を
得
た
筆
致
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
時
事
が
話
題
に
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
、
天
保

８
（
１
８
３
７
）
年
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
や
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
の

黒
船
来
航
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
塩
平
八
郎
の
乱
は

「
 大
  坂
  大
  変
  之
  一
  件
 」
と
し
て
事
件
の
経
過
が
語
ら
れ
た
後
に
、「
 右
  大
  変
 

お
お
 さ
か
 た
い
 へ
ん
 の
 い
っ
 け
ん
 

み
ぎ
 た
い
 へ
ん

 之
  徒
  党
 ニ

の
 
と
 と
う

 候
 
そ
う
ら

 得
  共
 、 根
  元
  困
 

え
 ど
も
 

こ
ん
 げ
ん
 こ
ん

 窮
 
き
ゅ
う

 人
  救
 ひ
 之
  事
  故
 、 大
坂
 

に
ん
 す
く
 

の
 こ
と
 ゆ
え
 

お
お
さ
か

 始
 
は
じ
め

 外
  国
  迄
 も
、 大
 

が
い
 こ
く
 ま
で
 

お
お

 塩
  之
 

し
お
 の

 評
 
ひ
ょ
う

 判
  宜
  敷
  御
  座
 

ば
ん
 よ
ろ
 し
く
 ご
 
ざ

 候
 」（
右
は
反
乱
の
徒
で
あ
る
と
は
い
え
、
根
元
は
困

そ
う
ろ
う

窮
し
た
人
を
救
う
た
め
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
坂
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

国
で
も
、
大
塩
の
評
判
は
よ
ろ
し

く
ご
ざ
い
ま
す
）
と
、
当
時
の
世

間
で
の
大
塩
へ
の
評
価
へ
言
及
し

て
い
ま
す
。
黒
船
来
航
は
「
 豆
 
ず

 州
 
し
ゅ
う

 浦
  賀
 へ
ア
メ
リ
カ
 船
  四
  艘
  参
 り
 江
 

う
ら
 が
 

せ
ん
 よ
ん
 そ
う
 ま
い
 

え

 戸
 
ど

 始
 
は
じ
め

 近
  国
  大
  騒
  動
 ニ
 相
  成
 」（
伊
豆

き
ん
 ご
く
 お
お
 そ
う
 ど
う
 

あ
い
 な
り

国
の
浦
賀
へ
ア
メ
リ
カ
船
が
４
隻

参
り
江
戸
を
は
じ
め
近
国
が
大
騒

動
に
な
り
）、「
 何
 れ
 大
  変
  之
  義
 ト

い
ず
 

た
い
 へ
ん
 の
 
ぎ

 公
  儀
 

こ
う
 ぎ

 始
 
は
じ
め

 諸
  大
 

し
ょ
 だ
い

 名
 
み
ょ
う

 方
  下
  々
  之
  者
 と
も

が
た
 し
も
 じ
も
 の
 も
の

 大
  心
  配
  之
  義
 ニ
 而
 

だ
い
 し
ん
 ぱ
い
 の
 
ぎ
 

て

 候
 」（
い
ず
れ
大

そ
う
ろ
う

変
な
こ
と
に
な
る
と
公
儀
や
諸
大

名
方
や
下
々
の
者
は
と
て
も
心
配

し
て
い
ま
す
）
と
、
外
国
勢
力
に

危
惧
す
る
国
内
の
状
況
を
記
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
阿
波
国
の

代
表
的
な
娯
楽
で
あ
る
人
形
浄
瑠

璃
の
興
行
に
つ
い
て
の
記
事
も
多

く
、
民
衆
の
視
点
か
ら
の
貴
重
な

記
録
と
し
て
、
近
世
大
衆
文
化
史
の
研
究
に
援
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
記
の
よ
う
な
私
的
文
書
は
個
人
の
主
観
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
公
的

文
書
と
比
べ
て
客
観
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
代
に
あ

っ
て
実
際
に
体
験
し
た
者
の
み
が
語
れ
る
内
容
は
、
欠
点
を
補
っ
て
余
り

あ
る
迫
真
性
の
高
い
歴
史
像
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
現
在
は
、
加
登
屋

日
記
を
は
じ
め
と
し
て
石
井
町
内
に
伝
わ
る
多
く
の
古
文
書
が
徳
島
県
立

文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
以
外
に
も
町
内
に
は
検
地
帳
や

絵
図
な
ど
多
く
の
古
文
書
が
残
っ
て
お
り
、
石
井
町
の
豊
か
な
歴
史
を
描

き
出
す
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
が
、平
成
　
年
３
月
　
日（
水
）午
後
１
時

２５

２０

　
分
か
ら
徳
島
県
文
化
財
保
存
整
備
市
町
村
協
議
会
と
歴
史
資
料
保
全
ネ

３０ッ
ト
ワ
ー
ク
・
徳
島
の
共
催
に
よ
る
研
修
会「
災
害
か
ら
地
域
の
資
料
を
い

か
に
守
る
か
」が
石
井
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。研
修
会
の
中
で

は
石
井
町
の
古
文
書
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
聴

い
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
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　石井町では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図
るため、ネーミングライツ制度（施設命名権の売却）を導
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